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「マリアフェルト」文学サロンと
　　　　　　　　　C．F．マイヤー
一ドイツ人ジャーナリスト，フランソワ・ヴィレの
　　　　　　　　　　　　　　スイスにおける文学的貢献
田　村　久　男
　コンラート・フェルディナント・マイヤー（1825－1898）は父親の死後，
母親との関係がうまくいかず，欝屈した青少年時代を過ごし，長い間自分の
中に閉じこもりがちの生活を送らざるを得なかったが，1856年の彼女の死
以降，ようやく詩人として身を立てる環境が整うことになった。1864年，
妹ベッツィの献身的努力によって出版社も見つかり，シュトゥットガルトの
メッツラー書店より，それまでに書きためた詩をまとめた第一詩集『あるス
イス人による二十のバラード』（Zwanzig　Balladen　von　einem　Schweizer．
Verlag　der　J．　B．　Metzler’sche　Buchhandlung　1864）を匿名で自費出版す
るに至る。三年後，これも妹ベッツィの推薦と仲介により，ライプチッヒの
ヘルマン・ヘッセル書店がこの詩集を引き継ぎ，新たに『コンラート・フェ
ルディナント・マイヤーによるバラード集』（Balladen　von　Conrad
Ferdinand　Meyer．　H．　Haessel　1867）とタイトルを変え，ここで初めて作
者名も明記される1）。1869年には同じヘッセル書店により第二詩集『ロマン
ツェと情景』（Romanzen　und　Bilder　von　Conrad　Ferdinand　Meyer．　H．
Haessel　l870）が出版され，これによって故郷チューリヒにおける詩人マイ
ヤーの名は一応知られるようになる。
　しかし，マイヤーの詩人としての名前が一躍ドイツ中に広く知れ渡るのは，
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歴史に題材をとった物語詩『フッテン最後の日々』（Huttens　letzte　Tage．
H．Haessel　1872）の成功によってであり，彼自身も「私のデビュー作」
（Mein　Erstling）2）と言っているように，この作品によってマイヤーはいわ
ば作家としてブレイクし，飛躍を遂げたのである。1870／71年の普仏戦争の
際，スイスをも巻き込んだ興奮の中で書かれたこの『フッテン最後の日々』
は，フランスとの戦争とその結果としてのプロイセンによるドイツ統一とい
う歴史的な時代感情に適合し，中立国であるスイス人の手になる作品だった
こともあって，何よりもドイツにおいて大いに歓迎されたのである。その直
後からドイツの文芸雑誌。Die　Literatur“に連載されたのち単行本として出
版された長編小説『ユルク・イェナッチュ』（JUrg　Jenatsch．　H．　Haessel
1876）の主人公もまた，ビスマルク的なレアルポリティークを強く連想させ，
小説家としてのマイヤーの名声も確立する。
　そして，彼のこの「ドイツの作家」としての決意と作品の成功の陰には，
ハンブルクからスイスに移り住み，当時既にジャーナリストとして名をなし
ていたプロイセンびいきのドイツ人フランソワ・ヴィレの直接的な感化と，
彼の住む「マリアフェルト」の邸宅に集まっていたドイツ人たちの支援が大
きな役割を果たした。後年のマイヤーの著作にはこの時期ほど直接的なドイ
ツ支持，愛国心の発露は見られなくなり，それに伴いヴィレの周辺とも比較
的距離を置こうとする態度も見て取れるようになるが，しかし，ヴィレとの
交友は生涯にわたって続くことになる。
7ランソワ・ヴィレ
　19世紀半ばにドイツからスイスに移住したフランソワ・ヴィレに始まる
ヴィレー族は，息子ウルリヒが当時のドイツ帝国宰相ビスマルクの親族を嬰
るとともに第一次大戦中，スイスでは非常事態時に限り任命される元帥に就
いて親ドイツ派の巨頭としてスイスの政治に絶大な影響力を持ったばかりで
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なく，孫の代にはスイスの門閥貴族であるシュヴァルツェンバッハ家，フォ
ン・エルラッパ家，あるいは曾孫の一人はドイツの物理学者カール・フリー
ドリヒ・フォン・ヴァイツゼッカーに嫁ぐなど政財界の実力者と姻戚関係を
結んだことで，現在，いわばスイスの一大クラーン，ダイナスティを築き上
げているかに見える。実際，戦後学生運動の世代に属し，70年代，80年代
に活躍した左翼系のジャーナリスト，ニクラウス・マイエンベルクはかなり
ドグマ性の強いイデオロギー的立場から，この一族を批判したルポルタージュ
ヴl　レ
『意志と妄想としての世界』（Die　Welt　als　Wille＆Wahn）を出版し，こ
の本の中で彼は，1871年の普仏戦争におけるドイツの勝利を祝う祝勝会に
反対するチューリヒ市民の暴動，いわゆる「トーンハレ騒動」とスイスにお
ける反ドイツ的な市民感情が広がる中，「1871年以降，スイスにおける反ド
イツ的雰囲気を感じ取った息子ウルリヒ・ヴィレは父親フランソワに家族そ
ろってドイツに戻るよう奨めたのである（もっとももし本当にそうなってい
てくれたら，その後の数十年間にスイスで起こった多くの不快な出来事は避
けられたであろうに）」3）と述べ，この騒動の後，作曲家ワーグナーのパトロ
ンとしても知られたオットー，マチルデ・ヴェーゼンドンク夫妻らのドイツ
人がチューリヒを退去する中，同じドイツ人のフランソワ・ヴィレがスイス
に留まり続けたことを遺憾とする。
　成功した実力者に対する殿誉褒睡は常のことであるが，この一族のいわば
始祖とも言うべき人物で，当時親ドイツ派の中心的存在であったフランソワ・
ヴィレにも存命中から反感を持つ人間は多かった。しかしこのドイツ人ジャー
ナリストは，19世紀ドイツを代表する作家コンラート・フェルディナント・
マイヤーの作家としての成長のために献身的な努力を惜しまず，いわばマイ
ヤーが作家としてブレイクし，ドイツで成功した作家として名声を確立する
ために，大きな貢献をしたのである。フランソワ・ヴィレは「この独学者（＝
マイヤー）の孤独を打破し，彼のこわばった心を解きほぐし，沈黙のために
窒息することがないよう口を開かせた。能力と義務への信念を呼び醒まし，
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この信念を失わないよう努力した。彼らしい男性的な力強い方法で，許すよ
りも促すことに重きをおき，自分が手助けしてやることで達成可能と思われ
る目標を成し遂げようとする意志を，激励することによって固めさせたので
ある。」4）
　もし現在でもフランソワ・ヴィレの名前が知られているとしたら，ハイネ
の詩の以下の一節によってであろう。ハンブルク時代にヴィレと親交のあっ
たハイネは『ドイツ冬物語』の中で，学生時代，数々の決闘で受けたヴィレ
の顔の傷跡を椰楡して次のように書いている。
Da　war　der　Wille，　dessen　Gesicht
Ein　Stammbuch，　worin　mit　Hieben
Die　akademischen　Feinde　sich
Recht　leserlich　eingeschrieben．
（Heinrich　Heine：。Deutschland　一　Ein　Wintermtirchen“Caput　X）llll，13－16）
ヴィレもそこにいた。彼の顔はさながら記帳簿で，大学時代の敵たちが，はっき
り読みとれるように剣先で自分の名前をそこに書き込んでいた。
　1843年，ハイネから『ドイツ冬物語』の原稿を受け取った出版者ユーリ
ウス・カンペは，この作品全体を貫く反ドイツ的な内容とあまりに辛辣な表
現ゆえに，検閲と読者の不評を恐れて出版をためらった。あくまで修正を拒
む作者ハイネとカンペの間で妥協が成立し，当時ハンブルクのジャーナリス
トだったフランソワ・ヴィレに原稿の査読を依頼し，彼の意見に全面的に従
うということで合意した。審査を任されたヴィレは『ドイツ冬物語』の原稿
を一読して，その優れたできばえに大いに感心し，文体上のごくわずかな修
正意見を付したのみで即座に印刷に廻すように薦めたという5）。
　フランソワ・ヴィレ（Frangois　Wille，1811－1896）の祖先はもともとは
スイス西部フランス語圏のヌシャテル州（当時はまだプロイセン領）の出身
であった6）。祖父の代にドイツに移住し，ハンブルクで商業を営んでいた父
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親とドイツ人の母親を両親に，1811年に生まれているが，まもなく父親の
商売が破綻し一時，家庭教師などで生計を立てる。後にかろうじて手元に残っ
た遺産によって大学での勉強が可能になり，ゲッチンゲン大学では学生組合
に加盟し，学業よりも決闘三昧の学生生活を送り7），挙げ句の果てには，同
じく決闘沙汰で勇名をはせていた後のプロイセン，ドイツ帝国宰相オットー・
フォン・ビルマルクらと共にゲッチンゲン大学を放校処分になっている。上
に引用した『ドイツ冬物語』の中でハイネがからかったように，学生時代の
決闘で受けた無数の深い顔の傷跡がヴィレのトレードマークとなる8）。また
後年，姻戚関係で結ばれることになるビスマルクも，学生時代のヴィレの勇
敢さには一目置き，居合わせた人たちに彼を「胴体を二度も突き通させた」9）
学友であると紹介していたという。ゲッチンゲン大学から放逐された後，当
時はデンマーク領であったキールで勉強を続けるが，ここでは決闘の相手を
殺害した罪で六ヶ月間収監され，1845年ようやくイェーナ大学で哲学博士
号を修得する。
　彼本来のジャーナリストとしての活動はすでに1836年に始め，ハンブル
クを中心に多くの新聞に文学，政治関係の記事を寄稿し，編集にも携わり，
その間，ハイネやヴィーンバルク，ホフマン・フォン・ファラースレーベン，
ハイネの出版者のカンペなどと親交を結ぶ。1845年にイギリス人の船主の
娘イライザ（Eliza　Wille，　geb。　Sloman，1809－1893）と結婚，革命の年1848
年に開かれたフランクフルト国民会議には代議員として参加しているが，そ
の後の保守反動的な流れに失望し，1851年ドイツを棄て，妻とその間に生
まれた二人の息子アルノルト，ウルリヒを連れて祖先の故郷スイスに移住す
ることを決意する。
　スイスではチューリヒ湖畔に位置する風光明媚な町フェルトマイレンに
「マリアフェルト」の土地と屋敷を購入し，そしてこのマリアフェルトが，
この時期，やはりチューリヒに移り住んでいたドイツ人のヴェーゼンドンク
夫妻の邸と並んで，亡命・移住ドイツ人達の集まるサロンとなったのである。
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　19世紀のスイスは，政治的にも経済的にも大きく変貌を遂げた時期であっ
た。隣国のドイツでは，フランス革命による民主思想の普及と，ナポレオン
の支配下で逆にドイツ国民としての意識がドイツの歴史の上で例の無いほど
大きな高まりを見せ，数度の革命と弾圧という紆余曲折を経て，1871年ビ
スマルクによるプロイセンのドイツ統一につながる。フランス革命思想が近
代国家形成に決定的な影響力を持ったという点ではスイスもまた同じである。
　1798年，フランス革命軍によってスイスは事実上フランスの占領下に置
かれ，その下で成立した中央集権的なヘルヴェティア共和国は，まもなくナ
ポレオンの調停案により旧来の地方分権的な連邦制を取り戻すが，フランス
革命の民主主義的な理念はスイスにも広く浸透することになった。ギルドの
解散により経済的な特権は廃止され，スイスの「鉄道王」アルフレート・エッ
シャーに代表される新興起業家たちが工業化を推進する。政治的にもそれま
での都市と地方との支配被支配関係が解消，あるいは緩和され，例えば，そ
れまで各州により何重にも支配され事実上の植民地状態であったイタリア語
圏のティチーノ（テッシン）や，ベルンにより過酷な支配を受けていたヴォー，
アールガウが独立した正式な州として連邦に加盟する。1832年にはバーゼ
ル議会における都市部と地方部の不平等な定員配分是正問題に端を発した地
方住民の不満は，市民戦争にまで発展し，その結果，バーゼル都市州とバー
ゼル地方州が二つの対等な半カントン（準州）として分離することになる。
1847年，保守的な一部のカトリック州が連邦から離脱しようとした分離戦
争（Sonderbundskrieg）も起きるが，この内戦がデュフール将軍指揮下の
連邦軍によって鎮圧された翌年，1848年に新しい憲法が制定され，その後
何度かの改訂を経ながらも，この1848年憲法に基づく「スイス連邦」が現
在のスイス国家の原型となった。
　このような進歩的政治背景の中で，チューリヒも大きな変化を遂げる。
1831年，州議会でフランス流民主主義を信奉する自由主義者達が優位を占
めたことを転機として，チューリヒはそれまでは中世の面影を残していた牧
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歌的な町から急速に工業，金融の中心地へと発展して行く。1847年，企業
家アルフレート・エッシャーらによってスイスで最初の鉄道がチューリヒ・
バーデン間に開通したのとほぼ同時に，ストラスブールからのフランス鉄道
がバーゼルと結ばれ，スイス中に「鉄道熱」（Eisenbahnfieber）が巻き起
こった。さらに1882年にアルプスを貫きイタリア側に抜けるゴットハルト
トンネルが開通すると，チューリヒは急速に発展するスイスの鉄道網の重要
な拠点となった。1877年にスイス国立銀行がチューリヒに設立され経済面
でもチューリヒは金融の中心地となる。文化面では1833年にチューリヒ大
学が設立されるが，これは，1601年に設立され，18世紀にはボードマーや
ブライティンガー，ラーヴァーターらドイツにも名の知られた著名な啓蒙主
義者達が教鞭を執り，事実上大学の役目を果たしていたアカデミー「コレギ
ウム・カロリーヌム」を発展解消する形で，初めてチューリヒにつくられた
大学であった。さらに1854年にはスイスで最初の国立大学である連邦工科
大学（Polytechnikum，　ETH）が置かれたことで，チューリヒは二つの大
学を持つ町となり，1867年にはドイツ語圏の大学としては最も早く女子学
生の入学も認められ，歴史家でもあった作家リカルダ・フーフや革命家ロー
ザ・ルクセンブルクなどがここチューリヒで勉強し博士号を取得することに
なる。さらにスイスの自由主義思想は大学の教授陣にもおよぶ。「教授たち
の大多数はドイツから招聴された。彼らの多くはリベラルな考え方をもった
名の知られた学者たちであり，保守的なドイツの君主国では大学への就職が
閉ざされていた人たちであった。」1°）チューリヒの二つの大学にはドイツから
歴史学のテオドール・モムゼン，美学者フリードリヒ・テオドール・フィッ
シャーらが教授陣として招かれ，また，ワーグナーらとともにドレスデンの
革命に加わり亡命の道を選び，後にドレスデンの国立歌劇場を設計する建築
家のゴットフリート・ゼンパーや，急進的な革命思想によってドイツ中に手
配状が回っていたゲオルク・ビュヒナー（解剖学担当），ボンの詩人同盟
「マイケーファーブント」の設立者で1848年の革命騒ぎに関与して逮捕され，
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収監されていたシュパンダウ牢獄を脱獄した共和主義者ゴットフリート・キ
ンケル（考古学，芸術史）等々，これら政治的理由でドイツから逃れてきた
亡命作家達も教鞭を執っていた。そして彼らドイツ知識人達の多くが，1851
年チューリヒ近郊の「マリアフェルト」に居を構えたフランソワ・ヴィレの
もとに集まり，ポーランドの亡命貴族プラーター男爵らもまじって，後にマ
イヤーの文学上の支援者となるのである11）。
「マリアフェルト」の文学サロン
　コンラート・フェルディナント・マイヤーが妹ベッツィとともに，「マリ
アフェルト」で日曜日ごとに開かれていたヴィレ夫妻のサロンに通うように
なるのは，六十年代も後半になってマイヤーが同じチューリヒ湖畔の町で，
ヴィレ夫妻の住むフェルトマイレンからもほど近いキュスナハトの「ゼーホー
フ」に住むようになって以降のことである。それ以前，マイヤーとは直接の
関係はないが，ヴィレ夫妻の幅広い交友の中でスイスにとっても重要な意味
を持つ二人の人物に触れておきたい。一人は作曲家のリヒャルト・ワーグナー
であり，もう一人はマイヤーとともに19世紀のスイスを代表する作家ゴッ
トフリート・ケラーである。
　リヒャルト・ワーグナーは1849年のドレスデンの革命騒ぎに関わってお
尋ね者となって以降，さらにその後も債権者に追われての逃亡の途上で，ミ
ンナ夫人とともにしばしば長期にわたってスイスに滞在している’2）。チュー
リヒでは1852年に『さまよえるオランダ人』が上演されたほか，『ニーベル
ングの指輪』の自作朗読や演奏会の指揮，『トリスタンとイゾルデ』を初め
とする彼の代表作の作曲を進めている。また，彼のパトロンの一人だったヴェー
ゼンドンク夫妻との交友やマチルデ夫人とのロマンスもあり，その他にも熱
狂的な崇拝者を得て一時は自作上演の拠点を後のバイロイトではなくチュー
リヒ置くことも考えたほどであっだ3）。
「マリアフェルト」文学サロンとC．F．マイヤー　9
　ワーグナーが，ヴィレ夫妻の「マリアフェルト」邸で開かれる日曜サロン
を初めて訪れたのは1852年5月のことで，この時，彼を伴ったのは同じ革
命家で亡命詩人のゲオルク・ヘルヴェークであった。ヘルヴェークは軍隊へ
の召集を拒否してスイスに逃亡して，1839年以来チューリヒに住み，同じ
く亡命ドイツ人出版業者のルートヴィヒ・フォレンによる革命的な詩集『生
ける者の詩』（Gedichte　eines　Lebendigen，　ZUrich　l841）の出版で一躍ド
イツ中に名前が知られる。彼はバクーニンやマルクスの友人でもあった。そ
れまでは画家志望だった若きゴットフリート・ケラーがフォレンのサークル
でヘルヴェークを知ることによって，文学への興味をかき立てられ，二人の
親しいつきあいは晩年まで続いている。
　ヴィレ夫人イライザは，裕福な上流家庭に育ち，まだ結婚する前はパリで
ショパンやリストの知遇を得ていた。彼女がポーランドの革命に捧げて作っ
た詩にショパンから曲をつけたいと頼まれたこともあったという。イライザ
夫人は晩年，ワーグナーが自分に宛てた書簡をもとに回想録『リヒャルト・
ワーグナーの想い出』（Erinnerung　an　Richard　Wagner．　Mit　15　Briefen
Richard　Wagners，　Berlin　1894．）をまとbていて，彼女は，夫フランソワ
とヘルヴェーク，ワーグナーの三人をトリオ（das　Trio）と名付けている。
しかし，ヘルヴェークもフランソワ・ヴィレも音楽への理解は決して深くな
く，それほど大きな関心もなかったらしい。フランソワ・ヴィレとこの「二
人の革命家」（die　zwei　revoltionaren　Geister）14）を結びつけたものは，音
楽よりも政治や文学的な趣味であり，さらにショーペンハウアーの哲学であっ
た。後にヴィレはしばしばフランクフルトのショーペンハウアーを訪れ彼の
崇拝者となるが，ショーペンハウアーの哲学は，よく知られているように，
ワーグナーのオペラにも決定的な影響を与えたといわれている。このショー
ペンハウアーの『意志と表象としての世界』を初めて二人に紹介したのもヘ
ルヴェークだった。
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ヘルヴェークがショーペンハウアーの著作をマリアフェルトにもたらしました。
これらの本は夫もワーグナーもまだまったく知らず，この二人に非常に深い感銘
を与えたのでした。（中略）ワーグナーは、人並みはずれた理解力の早さで，す
ぐにこのショーペンハウアーの著作を読み通しましだ5）。
　この三人はしばしばマリアフェルトで過ごし，時にはゼンパー，リストも
加わり，一緒に散歩や小さな旅行もしている。
　リヒャルト・ワーグナーがチューリヒで過ごした時期のほとんどは，彼の
亡命と失意の時期に重なるが，よく知られているように1864年，ルートヴィ
ヒニ世がバイエルン国王に即位したことによって新しい保護者を得て，彼の
運命も急展開する。その直前，ウィーンで『トリスタンとイゾルデ』の上演
が中止されたことで多額の借財を抱え，失意のどん底におちいったワーグナー
が債権者の目を逃れて隠れ家と慰めを求めたのもマリアフェルトのヴィレ邸
であった。ヴィレ夫人イライザによれば，この時ワーグナーは突然マリアフェ
ルトに現れ，ここで一月ほど欝々と過ごし，医者の薦めによってさらなる保
養のためシュトゥットガルト近郊カンシュタットに移ることを決意する。彼
の乗った船を見送った二日後，行き違いにバイエルン国王ルートヴィヒニ世
の使者がマリアフェルトを訪ねてきたという。新しいバイエルン国王の命を
受けた宮廷秘書フォン・プフィスターマイスターは，密かにワーグナーの居
所を求めて探し回り，すでに旧知の仲であったフランソワ・ヴィレからよう
やくワーグナーの住所を聞き，王の私信を携えシュトゥットガルトに向かう。
ヴィレ夫人の回想録には，ルートヴィヒニ世に迎えられたワーグナーの喜び
と感動にあふれた手紙も掲載されている。
　　　　　　　　　　　　　ミュンヘン，バイエルンホーフ64年5月4日
　親愛なる女友達へ！
　私がもしすぐにもこの無上の喜びをあなたに伝えなかったら，恩知らず極まり
ない人間となってしまうでしょう！
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　あなたも知っているように，バイエルンの若き国王が私を探し回っていたので
す。今日私は王と引き合わされました。意外なことに国王はたいへんな美男子で，
知性にあふれ，慈悲深く，また威厳もあり，彼の命はこの卑俗な世の中では神々
の夢のように｛夢く散り去るのではないかと恐れるほどです。王は私をまるで初恋
の相手のように心から，しかも燃えるように慕い，私のことは何でも知っていて，
彼があたかも私自身の魂であるかのように理解してくれています。王は，私がずっ
と彼のもとに留まって仕事を続け，休息をし，自作を上演することを望んでいま
す。そのために必要とするものは何でも与えるし，ニーベルングを完成すれば，
私の思い通りに上演していいとも言っています。私は宮廷楽長などではなく，一
切の束縛も受けず，単に自分の友人として滞在してほしいということでした。そ
してこのことすべてを国王は，ちょうど私とあなたが二人で話し合うときのよう
に，真剣で厳密に考えています。あらゆる困窮は私から取り去られ，必要なもの
は何でもそろう　　ただ，自分のもとにいてくれるだけでいいというのです。
　この事についてあなたは何と言うでしょう？　　どう思いますか？　　こん
な話を今まで聞いたことがありますか？一夢でなければあり得ない話でしょ
う？
　私がどんなに感動しているか考えてみてください！
　心から挨拶を送ります。私は自分の身に起こった大きな幸運にまるで押しつぶ
されそうです。不思議な力を持った国王の眼差しは想像もできないでしょう。王
にはただ長生きしてもらいたいものです。あまりにも不思議な奇跡なのです！
ヴィレと息子さん達にも心からよろしく伝えてください！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いつも貴女に感謝しつつ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リヒャルト・ワーグナー
　決して口外はなりません1
　新聞には何も言わないでください。すべては内密の話で，まだ秘密にしておく
必要があります16）。
　次に触れるケラーの場合とは違い，ヴィレとワーグナーの良好な関係は生
涯にわたって続き，ワーグナーがドイツに戻った後も，ルツェルン近郊のト
リプシェンに別荘を構えたことで二人の往来は再開する。ワーグナーと彼の
新しい妻コージマとの間に生まれたジークフリートの洗礼が1870年，スイ
スのルツェルンの教会でとり行われた際には，正式な名親であるバイエルン
国王ルートヴィヒニ世の代理をフランソワ・ヴィレが務め，王に代わって証
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人の役目を果たしている17）。
　チューリヒにおけるワーグナーのエピソードで最もよく知られているのは，
ヴェーゼンドンク夫人との恋愛事件であろう。のちにワーグナーがマチルデ・
ヴェーゼンドンクの詩に曲をつけているように，彼女はチューリヒのエンゲ
地区に建てたルネッサンス風の豪華な邸宅で文学サロンを開くとともに，自
身，素人ながらも詩作の才にも恵まれ，詩や戯曲も書き，マイヤーもヴィレ
宛ての手紙の中で彼女を，おそらく多少の椰楡も込めて「我らが文学の女王
W」（unsere　literarische　K6nigin　W．）「s）と呼んで表向き最大限の敬意を払っ
ている。
　ゴットフリート・ケラーがマイヤーとのつきあいに馴染めず，あえて彼を
避けたのは，シュトルム宛の手紙の中で言っているように，マイヤーという
人物の中に「ちょっとした不誠実さとずる賢さ」19）を感じたからだという。
　ケラーもワーグナーとの交友を通してフランソワ・ヴィレと知り合い，ヴィ
レ夫人イライザは，1859年ヴェーゼンドンク邸の文学サロンで行われたシェー
クスピアの朗読の際，「ケッヒリとヴィレ，エトミュラー（まるでスコット
の作品に登場するような独特な人物です）それからゴットフリート・ケラー
（緑のハインリヒとゼルトヴィラの人々の作家です）がウィンザーの陽気な
女房たちからいくつかの場面を，独特なユーモアを交えながら，本当に見事
に朗読しました」2°）と伝えている。二人のつき合いはそれほど密接なもので
はなく，また，最後は喧嘩別れという形で絶交状態となるが，1860年のい
わゆるサボイ交渉（Savoyerhandel）といわれる政治問題をめぐっては行
動を共にしている。
　スイスの南に位置するサボイ地方は1815年のウィーン会議で，戦時に限
り北部サボイ地方の統治権がスイスに留保されていた。しかし，イタリア統
一の過程で対オーストリアの支援の代償として，サルディーニア王国がニー
スとともにサボイ全土をフランスに割譲するという密約が結ばれる。このフ
「マリアフェルト」文学サロンとC．F．マイヤー　13
ランスによるサボイ併合に際し，スイス国内では，自国の安全と権利の侵害
とみなし，当時の皇帝ナポレオン三世に対する反感が高まった。サボイ北部
をスイスへ編入するべきだと唱える過激な民主派と，あくまでもフランスと
の衝突は避けたいとする連邦政府との間で激しい議論が交わされる。
　チューリヒでも，アルフレート・エッシャーに代表される政府の方針を支
持する自由派（die　Liberalen）と，ヨーハン・ヤーコプ・ズルツァーを中
心とする民主派（die　Demokratischen）とが対立していた。1860年10月7
日，国民議会改選選挙がチューリヒ近郊のウスターで行われるに際し，ケラー
とフランソワ・ヴィレ，弁護士ベルンハルト・シュピーリ（『ハイジ』の作
家ヨハンナ・シュピーリの夫）の三人は連名で選挙民に民主派支持を訴える
アピールを出す。同時に，かねてよりエッシャーの金権政治体質に批判的だっ
たケラーは，ベルンの「ブント」紙に連邦政府の政策を批判する一連の記事
を掲載し，一方，フランソワ・ヴィレも自由派と彼らの機関誌的存在であっ
た「新チューリヒ新聞」（Neue　ZUrcher　Zeitung，　NZZ）を攻撃し，また選
挙民に対しては政治的無関心をたしなめるキャンペーンを展開する。選挙の
結果は，政府支持派が多数を占め，ケラーとヴィレは敗北を味わうことにな
り，翌年，突然ケラーがチューリヒ州の筆頭書記（der　erste　Staatschreiber
des　Kantons　ZUrich）に抜擢されたこともあって二人の仲は疎遠なものと
なる。
　最終的にケラーとフランソワ・ヴィレの関係が断絶するのは，二十年近く
後のことであり，二人と親交のあったアードルフ・フライによれば，その直
接の原因となったのはフリードリヒ・テオドール・フィッシャーの小説をめ
ぐってであったという。美学者フリードリヒ・テオドール・フィッシャーは
『ファウスト第3部』などのパロディや風刺の効いた作品でも知られるが，
1878年にスイスを舞台にした『また一人』（Auch　einer）という小説が出
版される。彼は1848年の革命に関わり，1855年から1866年までチューリ
ヒ工科大学で美学を教えていた時期にはヴィレやケラーともつきあいがあっ
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たが，ヴィレはこのフィッシャーの作品が気に入らず，モムゼンを通じて強
い口調でこの小説を批判した書評をドイツの新聞に発表する。特に親しかっ
たケラーはヴィレの酷評に憤慨しフィッシャー擁護の論陣を張る。たまたま
ある会合で二人が顔を合わせた際に言い争いとなり，対立がエスカレートし
たようだが，一時，ヴィレの方から和解を求める手紙をケラーに送っている。
　先日，我々が道で出会ったとき，私は「別の考え」を受け入れ，あなたに挨拶
をしようとしましたが，あなたは挨拶どころか，不機嫌そうに通り過ぎました。あ
なたは自分の方に理があると思っておられるのかもしれませんが，たとえそうであっ
ても，表向きだけでも互いに礼儀正しくつきあうことはできそうなものです。そう
すればゴシップ好きの俗人達に無用のネタを与えないですむはずです［…］2D
　ケラー自身，「内心ではこの小説（＝Fr．　Th．フィッシャーの『また一人』）
も，その著者も好んでいなかった」22）が，二人の間に適当な仲介者が存在し
なかったことや，もともと偏狭な性格の二人が老境にさしかかりますます頑
迷になっていたこともあって誤解に拍車がかかり，互いの反感がエスカレー
トしていったと想像されている。これ自体，文字通りゴシップに類する子供
じみた喧嘩にすぎないものの，二人に共通する頑なな性格が端的にあらわれ
たエピソードといえる。当時既に新聞等で軍事問題を中心に積極的に発言し
ていた息子のウルリヒ・ヴィレは，その後もケラーと親しく，父親から叱責
された際，「あなたはケラーともこんな風に喧嘩別れしたのですね」za）と口答
えしたという。
マイヤーと「マリアフェルト」のドイツ人
　1856年，息子が作家になることに最後まで反対していた母親の死によっ
てようやくマイヤーに文学の道が開かれる。しかし，詩人となることを決意
したものの身近に「文学者とのつき合いが全くなく」24），書きためた詩も発
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表のあてがないままであった。この状況を見かねた妹ベッツィは兄の原稿を
持って，亡き母親の友人で，家族ぐるみのつき合いのあったシュトゥットガ
ルトのプフィッツァー夫妻25）を訪ねて助言を求める。出版者が見つかるまで
はスイスに戻らないと心に決めたべッツィのこの「小さな交渉」（meine
kleine　Mission）25）が成功し，ギムナジウムの教師でシュワーベン派詩人の
一人でもあったグスタフ・プフィッツァー教授の紹介により，シュトゥット
ガルトのメッツラー社から1864年にマイヤーの最初の詩集『あるスイス人
による二十のバラード』が自費出版される。さらに，たまたまベッツィが引
き受けることになったフランス語の宗敦書の翻訳『天なる父一エルネスト・
ナヴィーユの七つの講話』（Der　himmlische　Vater，　sieben　Reden　von
Ernest　Naville，1865）をきっかけにライプチッヒのヘルマン・ヘッセルと
のつながりができ，彼女の交渉でマイヤーの二冊目の詩集『ロマンツェと情
景』が彼の終生の出版社となるヘッセル書店から1869年暮れに出版される
こととなる。マイヤーがフランソワ・ヴィレと知り合い，詩作において彼か
ら決定的な影響と助言を受けるのは，ちょうどこの二冊目の詩集が出るのを
待っていた時期であり，またドイツではちょうどプロイセンによるドイツ統
一の時期とも重なったのである。
　1870年に起こったドイツとフランスとの戦争は，両国と境を接するスイ
スにも大きな衝撃を与えた。普仏戦争は，ナポレオン戦争以降ようやく高揚
したドイツの国民意識を背景に，プロイセンによるドイツ民族の糾合と統一
を目指し，近代的な国民国家を形成する過程で起こったものであったので，
国民の七割以上を占めるドイツ語圏スイスでは実際これを歓迎する動きもあ
らわれた。しかし戦争の当事国一方への肩入れは，1848年に連邦国家とし
て発足して間もないスイスの崩壊につながる可能性もあった。即ち，もしド
イツ語州がドイツに加われば，ベルン以西のフランス語州は，先年のサボイ
同様，ナポレオン三世のもとで経済的な繁栄を誇る第二帝政のフランスに，
また，スイス唯一のイタリア語州であるティチーノ（テッシン）も，リソル
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ジメントの名の下にすでに国民国家として統一が完了しつつあったイタリア
王国に併合され，その結果スイス連邦は国家として解消するという怖れは十
分考えられたのである。さらに，イタリア統一と普填戦争の後，イタリアと
フランス，オーストリアとプロイセンはそれぞれ事実上の同盟関係にあった
ので，戦争の成り行きによってはその中間に位置するスイスも戦場となる可
能性も考えられた。
　1870年7月19日，ナポレオン三世の宣戦布告の直後，中立を守るために
スイス連邦政府はアーラウ出身のハンス・ヘルツォークを元帥に任命し（参
謀総長はバーゼル出身のルードルフ・パラヴィチー二）ただちに動員令を発っ
して国境を固めた。結果的には，周知のように戦争は極めて短い期間で終り，
またスイスにとって幸いなことに国境から遠く隔たったアルザス・ロレーヌ
地方が主戦場となり27），9月1日に北フランスのセダンでフランス軍ととも
に皇帝ナポレオン三世も降伏したことで，ドイツ連合軍の圧勝で終結し，翌
年にプロイセン国王ヴィルヘルムはパリのベルサイユ宮殿「鏡の間」で戴冠
し，ドイツ帝国が成立することになる。
　このプロイセンによるドイツ統一という歴史的な事件は，チューリヒに住
むドイツ人たちをも興奮させる。かつての盟友であったフランソワ・ヴィレ
が熱烈にビスマルクを支持したのは当然としても，本来が共和主義の信奉者
であり，一時マルクスやエンゲルスとも近い関係にあったゴットフリート・
キンケルさえも，普仏戦争でのプロイセンの勝利を歓迎したと言われている。
　スイス国内では当初，二月革命ののち大統領から皇帝に即位したナポレオ
ン三世は「自由主義理念の裏切り者で共和国の暗殺者」28）とみなされ，また
「サボイ交渉」において皇帝がとった態度への反発からドイツの勝利は一般
に好意的に迎えられた。しかし，フランスに第二共和制ができる一方，ドイ
ツ帝国が成立し，さらに講和条約によってアルザス・ロレーヌがドイツに割
譲されるという見込みが知られるようになると，北方に出現した強大な帝国
の脅威に対する危機感から逆に，ドイツに対する反感も高まった。1871年3
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月9日，チューリヒのトーンハレ音楽堂で行われた在住ドイツ人によるドイ
ツの勝利を祝う祝典に，スイスに収容されていたフランス兵とともに一般市
民，労働者たちが押しかけ，連邦軍が動員されて鎮圧にあたるという事件が
起こった。このいわゆる「トーンハレ騒動」が収束した後も，ドイツを批判
する記事が新聞紙上を賑わせ，スイスでは異例の，連邦政府によるジャーナ
リズムへの干渉を招く事態にさえなったeg）。このような市民の間での反ドイ
ツ感情の爆発は一過性のものに留まったが，「トーンハレ騒動」とその後の
批判的な新聞論調に嫌気がさして，ヴィレと並んでチューリヒのドイツ人コ
ロニーの中心的人物であったオットー，マチルデ・ヴェーゼンドンク夫妻は
スイスを立ち去ることになる。
『フッテン最後の日々』の出版と作家マイヤーの成功
　マイヤーが，フランソワ・ヴィレと知り合うのはチューリヒの町から湖の
西岸キュスナハトに妹ベッツィと一緒に移り住んだ後，普仏戦争の起こる前
の1866年頃のことである。母親の縁戚にあたるキューンゴルト・ウルリヒ
の紹介で「マリアフェルト」のサロンに妹とともに定期的に参加するように
なり，1872年にはヴィレの住むフェルトマイレンに隣接するマイレンの町
の，「黒い影を落とすカスタニエの木」（Schwarzschattende　Kastanie）の
詩で知られる「ゼーホーフ」邸に居を移している。
　このヴィレとの出会いとドイツの統一という歴史的な事件がマイヤーの
『フッテン最後の日々』の成立に決定的な影響を及ぼした。第一詩集，第二
詩集の出版によっても一般にはほとんど無名に近かったマイヤーの詩人とし
ての名前も，この時流を捉えた作品の成功によって一躍ドイツでもてはやさ
れるようになるのである。このマイヤーの出世作以前に，既に，同じく普仏
戦争とドイツ統一の時流を捉えた詩「ドイツの鍛冶屋」（Der　deutsche
Schmied）よってマイヤーの名前は当時の人々の口に上ることになった。
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妹ベッツィによれば，マイヤーはヴィレから「チューリンゲン地方の鍛冶屋
の昔ながらの風習」3°）を聞いてこの詩の着想を得たという。
　　　　　　　　　　　　DER　DEUTSCHE　SCHMIED
　　Am　Ambos　steht　der　alte　Schmied　金床の向かい老いた鍛冶屋が
　　Und　schwingt　den　Hammer　und　鎚を振るいつつ歌う。
　　singt　sein　Lied．
　　Er　steht　umlodert　von　Feuers　Glut，　鍛冶屋の周りは炎が燃えさかり，
　　Die　Funken　spritzen　wie　rothes　火花は赤い血のように飛び散る。
　　Blut．
　　Hell　klingt　der　Ambos，　kurz　der　金床は響き渡り，歌の文句は短い。
　　Spruch：
　　。Drei　Schlage　thu’ich　mit　Segen　　「三つの鎚に祝福と呪いを込めよう！
　　und　Fluch！
　　Der　erste　schmiedet　den　Teufel　fest，　最初の鎚は悪魔を封ずる，
　　DaB　er　den　Welschen　nicht　siegen　異国に勝利を収めさせることがない
　　laBt．　　　　　　　　　　　　　　　　ようにO
　　Den　Erbfeind　trifft　der　zweite　　二鎚目は天敵を討つ，
　　Schlag，
　　DaB　er　sich　nimmer　rtihren　mag．　　もはや二度と身動きできないように。
　　Der　dritte　Schlag　ert6ne　rein，　　　三鎚目は高らかに鳴り渡れ，
　　Er　soll　fUr　die　deutsche　Krone　　　ドイツの王冠のためにあれと。」
　　sein！‘‘・
　　Am　Ambos　steht　der　deutsche　金床の向かいドイツの鍛冶屋が
　　Schmied
　　Und　schwingt　den　Hammer　und　鎚を振るいつつ歌う。
　　singt　sein　Lied31）．
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　男性韻をもった二行のヤンブスで続ける詩形は『フッテン最後の日々』を
思わせるが，マイヤーの伝記を書いたダヴィト・A・ジャクソンはこの詩を
「芸術的には無価値」32）としている。確かに，これ以前に発表されたバラード
と比べても内容的に浅薄であり，ほとんど一方的にドイツの勝利を喧伝する
プロパガンダ詩に近く，陳腐で悪趣味な作品と言われてもしょうがないであ
ろう。しかし，まさにこの詩の，素朴にドイツの勝利を願う単純明快さゆえ
に，当時のドイツ国民に受け入れられたのである。この詩はまず手書きのコ
ピーの形で広まり，シュトットガルトのマリー・プフィツァーの仲介で同時
期に書かれた同じく戦争を主題とした「子供の心配」（Kindliche　Sorge）
とともに文芸雑誌「シュワーベン・メルクール」に印刷されたのを皮切りに，
いくつかのドイツの雑誌，新聞に転載され，直ちに曲がつけられると同時に，
当時ライプチヒ，ヴォルムス，ケムニッツなどドイツ各地で編集された多く
の戦時歌謡集に，中には作者名を記さずに収録された33｝。この詩の素朴なリ
ズムゆえに，いわば民謡として歌われたのである。反響は大衆レベルにとど
まらず，ヴェーゼンドンクやプフィツァー夫妻ら，当時の教養ある知識人で
さえもこの詩を絶賛していることから，いかにこの詩が当時ドイツ人を熱狂
の渦に巻き込んだ対フランス戦争という時流を捉えたかが想像できる。彼の
第二詩集『ロマンツェと情景』も一般にはほとんど反響がないままで，相変
わらずマイヤーはドイツでは無名の詩人であったが，この詩によって初めて
「チューリヒのC．F．マイヤー」の名がドイツ中で知られるようになったの
である。
　この「ドイツの鍛冶屋」は十年後にようやく『フッテン最後の日々』の第
三版（1881）に「鍛冶屋」（Der　Schmied）とタイトルを変更し表現もかな
り和らげられた形で収められることになるが，この詩の他にも「暗愚なる人々
の手紙」（Epistolae　obscurorum　virorum）の詩や，ヴィッテンベルク公
ウルリヒのエピソードなど，ヴィレの助言によって『フッテン最後の日々』
に盛り込まれた部分は多いと考えられる。マイヤー自身，この作品について
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ヴィレ宛てに「半分はあなたのものです」34）と述べており，初版の印刷に当
たっては冒頭に次のような献詞を掲げている。
An　Franz　Wille　und　Eliza　Wille　マリアフェルトのフランツ・ヴィレ
zu　Mariafeld．　　　　　　　　　　　とイライザ・ヴィレへ
Dies　Lied，　es　kennt　den　Weg，　den，
Blatt　um　Blatt，
Es　insgeheim　zu　euch　genommen
hat，
Und　nun　es　offen　tritt　ans　Tages－
licht，
VergiBt　es　seine　alten　Pfade　nichtss）．
この歌は，あなた方のもとへと一枚
一枚
密かに通った道のりを覚えている。
今やこの歌は世に出ることとなった
が，
自分の昔の道を忘れることはない。
兄コンラートに付き添って，マリアフェルトのヴィレのもとに通ったべッ
ツィは，当時を以下のように回想している。
　あの頃は毎朝のように新しい詩が生まれ，素晴らしい時期でした。マイヤーは
少なくとも一週間に一度はマリアフェルトの友人達の前で朗読したのです。マリ
アフェルトではイライザ・ヴィレ夫人が，どことなくぎこちない訪問客だった私
達をいつも暖かく迎え入れ，詩人である兄をたえず親身になって励ましてくれま
した。かつて自分自身，政治的に厳しい状況下で勇気あるジャーナリストであっ
たフランソワ・ヴィレ博士は，騎士フッテンのことをよくジャーナリストの元祖
と呼び，兄にも好意的な批評によって激励を惜しまなかったのですse）。
　マイヤーは文字通り「一枚一枚」できたばかりの作品を持ってヴィレ家を
訪れ，マリアフェルトの客達の前で朗読し，フランソワ・ヴィレの助言を仰
いだのである。ヴィレと共にショーペンハウアーの忠実な「使徒」
（Apostel）であったミュンヘンのアーダム・フォン・ドースの夫人アンナ
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も，ちょうどこの時期にマリアフェルトのヴィレ邸の集まりで初あてマイヤー
と知り合うことになるが，彼女は，ヴィレについて「友人たちの中で初めて
彼（＝マイヤー）の才能を発見したので，彼のことをかなり自慢に思い，はっ
きりと肩入れをしていた」37）と回想している。
　現在，ベルンで批判校訂版マイヤー書簡集の刊行が進行し，一巻目のケラー
との往復書簡に続いて1999年に完成した第二巻目がマイヤーとヴィレ夫妻
との往復書簡にあてられているZZ）。しかし，残念なことに，この時期マイヤー
にとってもっとも大きな関心事だったはずの『フッテン最後の日々』に関す
る立ち入ったコメントは手紙の中にはほとんど見あたらない。当然ながら，
上のべッツィの回想にあるように，頻繁にマイヤーがヴィレを訪ねて添削を
頼み，詩の内容に関しては直接口頭で意見が交わされたと思われるので，わ
ざわざ書面に託す必要はなかったのであろう。スイスの文学史家マンフレー
ト・パープストの云うように，残されている「ほとんどの書簡は，二人の友
情が既にいくらか弛んだ時期のものであり，手紙のやりとりがなされるのは，
もうお互いに会って話をしないから」39）なのである。しかし，この新しい書
簡集にはフランソワ・ヴィレが新聞紙上に発表した書評も採録しており，
1871年の3月末に「新チューリヒ新聞」紙上に，前年に出版されたマイヤー
の第二詩集『ロマンツェと情景』を取り上げ，詩人マイヤーの才能が不当に
無視されていることを嘆く書評を発表し，さらに，同年11月にはベルリン
の「国民新聞」で，出版されたばかりの『フッテン最後の日々』を紹介して
いる。
　10月25日，チューリヒ。最近出版された，精気と愛国心にあふれたC．Eマ
イヤーの『フッテン最後の日々』（ライプチッヒ，ヘッセル書店）に特に我々が
注目を促したいのは，この作品がスイス人によって書かれた最良の意味でドイツ
的な詩であり，チューリヒのトーンハレにおけるドイツの勝利を祝う祝賀会を阻
止しようとした例の卑劣な暴力行為への，いわば気高き償いといえるからである。
この戦争の間中，スイスの多くの新聞報道で表面上，恥知らずな嫉妬に充ちたド
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イツ嫌悪と卑屈なフランス贔屓が広められたが，これらに濁らされることなく，
ドイツ的生命の奔流がボーデン湖を貫くライン川の如く国民の心の奥深くに流れ
ているか，ついにその証明があらわれたのである。（後略）4°）
　二十代の半ばに，母親によってフランス語圏ヌシャテル州の精神病院に送
られたマイヤーは，そこでパスカルの哲学に熱中するとともに患者の一人に
フランス語を教え，ヌシャテルのギムナジウムのシャルル・セクレタリアン
教授やローザンヌの歴史家ルイ・ヴリエマン（Luis　Vulliemin，1797－1879）
の助けを受けながら，フランス書の翻訳を手がけ歴史教師の道を探そうとす
る。この時期チューリヒに宛てて彼は「言葉の仕事，特にフランス語を職業
に選ぶことに決めました」41）と書き送っている。マイヤーが三十才で初めて
出版したのもオーギュスタン・ティエリの「メロヴィング王朝秘話』（R6cit
des　temps　M6rovingiens）のドイツ語訳であった。フランス文化が若きマ
イヤーの教養の基盤となっていたのである。しかし，普仏戦争とドイツ統一
を境に彼は最終的にドイツへと「転向」する。1870年9月1日のセダンの
戦いでドイツ連合軍がフランス軍に圧勝し，フランス皇帝ナポレオン三世が
プロイセン軍の捕虜になった直後，ヴィレと並んでチューリヒにおけるドイ
ツ人知識人の中心的な存在であったマチルデ・ヴェーゼンドンクに宛てた手
紙の中では「ドイツに断固として全面的な肩入れをしていますが，しかしこ
のようなフランスとフランス守護神の完膚無きまでの服従と辱めは私には辛
いものがあります」42）と複雑な心の内がほのめかされるが，翌年，友人で歴
史家のゲオルク・フォン・ヴュースに宛てた手紙では「私も自分のフランス
へ共感を克服するのに苦労しました。でも神の名において決断は下されねば
ならなかったのです。おそらくこのドイツとフランスの対立は何十年も続く
でしょうし，文学では中間的な立場は決して許されないからです」ng）と自分
の決意を正当化するにいたる。ドイツ帝国の成立から十五年近くがたった
1885年になってもなお，彼はヴィレ宛て手紙の中で「ドイツ人（あるいは
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我々ドイツ人）は疑いなく偉大な民族になる運命にあります。我々が二人と
ももう若くないのが，かえすがえすも残念です」“）と述べている。この文言
が，創作上の恩人であるドイツ人フランソワ・ヴィレに宛てて書かれたとい
う儀礼的な性格を割り引いても，後々までこの時の彼の決意が決定的なもの
であったことが見て取れる。
　この『フッテン最後の日々』の成功によってマイヤーが著名な作家として
ドイツでもてはやされるようになってからも，ヴィレは，続くマイヤーの作
品『エンゲルベルク』（Engelberg，1872）や『ユルク・イェナッチュ』
（J血rg　Jenatsch，1876），『聖者』（Der　Heilige，1880）にも好意的な書評を発
表し続け，創作過程でもアドバイスを惜しまなかった。マイヤーの方でも，
実現には至らなかったものの一時期フランソワ・ヴィレの伝記を書く計画さ
え持っていた。単に文学を通してだけではなく，ヴィレ夫妻の次男ウルリヒ
とビスマルクー族のクラーラ（Grafin　Clara　von　Bismarck，1851－1946）の
婚約をマイヤーが聞いた際にはフランソワ・ヴィレに宛てて「親愛なる友人
よ，私達は何という世界に踏み込むこととなるのでしょう。もし順調にいけ
ば，しまいには私達二人とも貴族に列せられることになるでしょう。冗談は
さておき，ウルリヒの婚約は本当にうれしいことです」45）と祝福しているこ
とからも，この時期の二人の密接な関係が想像できる。
　それまで決まったように毎週水曜日に妹と一緒にマリアフェルトを訪れ，
ヴィレに詩作について助言を求めていたマイヤーが，彼から探第に距離をお
き始めるのは，1875年，ケラーが「百万長者」46）の娘と椰楡するルイーゼ・
ツィーグラー（Johanna　Luise　Ziegler，1837－1915）と結婚してからである。
　1876年2月，イタリアへの新婚旅行から戻り，ベッツィが兄夫婦のため
に新たに用意したキュスナハトのヴァンゲンバッハ邸で妻との生活を始めて
から，彼はあれこれ理由をつけてなかなかヴィレを訪れようとしない。「こ
こ，ヴァンゲンバッハではまだ片づけなければならないことがたくさんあり
ます。そうでなくても仕事が山になってしまいました。体調がよければ，月
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曜日にはチューリヒで挨拶回りをするつもりです。ここの整理が済み次第，
マリアフェルトのあなたの家に伺ってご挨拶をしたいと思っています」（2
月ll日），「天候が悪いので外出する気分になれません。代わりに，この手
紙を郵便で送ります」（2月14日），「新たに用事で金曜日ではなく土曜日に
町に行かなければなりません。あなたが町に行くのは金曜日ですので，今週
あなた方をお訪ねすることはできなくなりました」（2月17日），「まったく
不運と言うしかありません　　仕事と執筆，天候に訪問客，たくさんの客
が来ます一これらすべてが，もう何週間も私をここに足止めしています」
（3月24日），「ようやく来週あたりあなた方をお訪ねできると思いますが，
何日になるかはっきり決めることができません。このところ仕事が山とたまっ
ています。私もそうですが，あなた方もしばらく我慢してください」（4月
29日），「親愛なる友よ，イェナッチュを近日中に仕上げなければなりませ
んので，お約束ができません。あなた方のご不満もわかりますが，妹にもマ
リアフェルト訪問のための暇を与えることができません。この仕事が仕上が
り次第，いっそう晴れやかな気分で，あの昔の懐かしい道を（den　alten
lieben　Weg）たどりたいと思っています」（7月10日）47）
　このようなマイヤーの態度の変化は当然ながらヴィレの方でも気がつく。
共通の友人であるアンナ・フォン・ドースに宛てたヴィレの手紙にはマイヤー
の態度の変化について不信感と皮肉のこもった報告がみられる。「マイヤー
は，『イェナッチュ』に手を入れるために約束ができないと書いてきました」
（1876年夏），「チューリヒからマイレンに向かう船で，奥さんといっしょの
フェルディナント・マイヤーに会いました。二人は熱心に，以前ミュンヘン
旅行のために流れてしまった招待を繰り返しました。客間にはストーブがな
いので，今週あたりがお会いできる最後の機会だろう，というのです」（同
年10月），「コンラート・フェルディナント・マイヤーと私は依然として距
離をおいて“アラカルト”で食事をしています。つまり，相変わらず，親愛
を保証する葉書を受け取っています。しかし，愛情のこもった敬意と友情の
　　　　　　　　　　　　「マリアフェルト」文学サロンとC．　F．マイヤー　25
極めつきの証明は，彼が書いたもの全部を出版前に校正原稿で送りつけてく
ることです」（1881年9月）。ヴィレ夫人イライザも「彼（＝マイヤー）は
ヴィレに会うたびに親密な友情を保障してくれます。ヴィレは『彼は自分の
幸せに舞い上がっているだけだ』と言っています。私は人間というものが解
らなくなりました」（1877年3月）48）。
　ヴィレとマイヤーの表面上の友好関係は途切れることな’く，その後も二人
の友情はヴィレ夫妻が死ぬまで生涯にわたって続く。90年代の初め頃から
マイヤーは再び精神に異常をきたし，病床に伏せがちになるが，1891年3
月9日イライザ夫人の83才の誕生日牽祝う詩を彼女に贈り，その三年後の
彼女の誕生日には，その間，既に妻を失ったフランソワを慰める詩を贈って
いる49）。翌日，フランソワ・ヴィレは次のような礼状を送っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　94年3月10日，マリアフェルト
　親愛かつ高貴なる友よ，昨日の亡き妻の誕生日にお送り下さった美しい想い出
の詩を，深い感動をもって読みました。あなたもご存じのように，妻もあなたを
非常に高く評価していました。妻とともに私が失ってしまったものがどんなに大
きいかあなたには説明するまでもないことです　　あれからというもの，私は
とても孤独な日々を過ごしています。
　あなたが素晴らしい奥様のもとで再び健康を回復なされて，大変うれしく思い
ます。
　近いうちに再びお目にかかり，昔のようにいつもあなたに忠実な友人でありた
いと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frヴィレ5°）
　しかし，息子のウルリヒに対しては「あの哀れな詩人のフェルディナント・
マイヤーが，イライザの誕生日に数行の詩を送ってくれたが，実に感動的な
ものだった。だが，同時に哀れみも感じてしまったのだが，その詩はまるで
お行儀のよい女子高生が書く程度の出来だった一昔はマイヤーも独創的
な才能を持った重要な詩人だった　　　もちろん，このことは我々の間だけ
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の話にしておいてくれ」という感想を述べ，また二人の共通の友人であった
ドース夫人にも同様に「友人のマイヤーから，亡き妻の誕生日に詩をもらい
ました。この詩は私を深く感動させましたが，それは誠実な想い出の証言だ
からというだけでなく，その内容から彼が精神的に子供返りしていることが
読みとれるからです！！でも，ここだけの話でお願いします。誰にも話さな
いでください。ダーン（＝作家のフェーリクス・ダーン）にも何も言わない
で下さい」Ei）と本音を漏らしている。
　マイヤーが1875年以降次第にマリアフェルトのヴィレ邸から距離を置く
ようになったのは，五十才を目の前にしてようやく長い間求めていた安定し
た結婚生活を手に入れたこと，そしてこれと裏腹の，一般的に言われている
ように妻ルイーゼの嫉妬によって妹ベッツィとの創作における共同作業が大
幅に制限されるようになったことなどが挙げられる。それと同時に，既に成
功し，作家として名前の知られるようになったマイヤーがもはやヴィレの助
けを必要としなくなったことも確かであろう。その後もマイヤーは新しい作
品の校正の際にはヴィレに助言を求め，また，ヴィレを初めマリアフェルト
に集まる知人たちに直接，間接に新作の書評を頼み，ヴィレの影響力を自分
のために利用し続けたことは否定できない。ここに，ジャクソンの言うよう
に，彼の「文学的な現実主義」（Literarische　Realpolitik）52），ビスマルク
ばりのレアルポリティークを見て取ることもできるであろう。しかし，結婚
後の数年間は彼にとって創作上最も多産な時期であり，さらに，『聖者』や
『ペスカーラの誘惑』（Die　Versuchung　des　Pescara，1887）など，主人公
のおかれたジレンマや葛藤をテーマとし，一義的な解釈の難しい謎に満ちた
結末を持つ，その意味で文学的に深みのあるマイヤー独自の作品が生まれる。
作品の舞台もドイツから宗教改革，ルネッサンス期のイタリア，イギリス，
さらには作者自身に最も近いといわれる『少年の悩み』（Das　Leiden　eines
Knaben，1883）では彼本来の教養の基盤ともいえるフランスへと広がって
ゆく。結果から言えば，そのためにもフランソワ・ヴィレという強烈な政治
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的な個性と，ヴィレとは切り離しては考えられない「ドイツ主義」から，決
別とまでは言えないまでも，ある程度距離をとり，相対化する必要があった
のである。
　才能はありながら出版社とのつながりのないまま，あるいは運良く自作の
出版にはこぎつけても，世間に注目されないままに不遇の生涯を終えた作家
の例はドイツ文学史には数限りがない。自身ジャーナリストとしての経歴を
持ち，ドイツの出版界と読者を熟知していたフランソワ・ヴィレは，当時ほ
とんど無名に近かったマイヤーという作家を，彼なりのやり方で押し立て，
作家として成功させ，そしてこれ以降，世間に認められたことで自信を得た
マイヤーの独自の成長を促した。マイヤーがゴットフリート・ケラーと並ん
で19世紀後半にスイスを代表するドイツ語作家となったことを考えれば，
フランソワ・ヴィレは文学史の中で，決して無視できない大きな貢献を果し
たといえるであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　《注》
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